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生涯学習における朗読の可能性
原　　　良　枝
The Potential for Recitation in Lifelong Learning
HARA Yoshie
Abstract :  This paper discusses the potential for recitation, based on a lifelong learning class in recitation 
targeted at adults. The participants in the class represented a wide variety of age groups, ranging from people in 
their forties to people in their eighties. The most notable motives for participation cited by the participants were 
“a desire to experience literary works more deeply,” “a desire to reﬂect on literature by reading books aloud 
to others,” and “to reconnect with my own voice that I had forgotten somewhat in retirement.” By recitation 
on a deeper level, the participants not only rediscovered their voices, but also sought a connection with society 
through the stimulation of their intellectual curiosity. Potential for recitation includes the many unexpected 
changes that emerged in the individual participants over the course of study, such as the joy of being deeply 
moved emotionally through intensive reading, the richness added to life by giving voice to text, and an increased 
assertiveness through seeking a connection with society.
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要旨：本稿は、社会人を対象にした生涯学習の「朗読」の授業から「朗読の可能性」を考察するもの
である。40 歳代から 80 歳代までという幅広い年代の受講者の参加動機は、文学作品をじっくり味わ
いたい、読み聞かせの活動に反映させたい、退職後の会話の少なさから忘れてしまった自分の声を取
り戻したい等が目立つ。朗読が深まるにつれ、彼らは声を取り戻すだけでなく、知的好奇心も刺激さ
れ社会との関わりを求めていく。心の深部に触れる精読の喜び、テキストの音声化がもたらす生活へ
の潤い、社会とつながりを求める積極性の獲得、このような学びの過程における個々の受講者の中で
現れた予想外の変化を「朗読の可能性」として捉えた。
キーワード：声への気づき、朗読の楽しみ、受講者の変化
は じ め に
2000 年初頭から始まった朗読ブームは、単にブームに留まらず、未だ人気を保っている。
朗読が多く行われているのは小中学校の国語科の授業であろうが、地域や NPO での朗読教室や社会人向けの生
涯学習センター等において、「朗読教室」という形態で朗読は盛んに行われている 1。
筆者は、2017 年春より神奈川大学生涯学習・エクステンション講座の講師として「楽しむ朗読－声を出して表
1 朗読は、その行われる場により、目指す段階とそれに伴う行われ方や教授の仕方が異なる。そこで、「学校朗読」「家庭朗読・
読み聞かせ」「市民朗読」「放送メディア朗読」「舞台朗読」の 5 つに分類をする。本稿で扱う朗読は「市民朗読」と位置付ける。
趣味や生涯学習、地域の福祉センターや視覚障碍者のボランティアーなどを通して行う朗読活動を指すこととする。
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現力を磨く」、「名作を朗読する」という初級・中級クラスをそれぞれ前後期 7 回ずつ担当している。講座の対象
は社会人であり、受講者は幅広い年代層で構成されている。
本稿では、受講者が朗読に求めるもの、講座の中での気づきと受講者の変化について具体例を挙げ、朗読の可
能性を論じていく。
なお、本稿で扱う「朗読」の定義は、「テキストの文字を読む読み手の視覚と、声という身体、そしてその声を
聴く聞き手の聴覚を循環する運動」であるとする 2。
1　生涯学習における朗読の意味
神奈川大学生涯学習・エクステンション講座における朗読講座の受講者の構成をみてみよう。これまでの 6 回
の講座で、40 代・2 名、50 代・19 名、60 代・41 名、70 代・38 名、80 代・1 名、延べ 101 人が受講している。
男女構成は、男性 19 名、女性 82 名、男女比は 1：4 で、圧倒的に女性が多い。リピータの方も多く、受講後さ
らに朗読への関心が高まり、続けていこうという捉え方をしていることが伺える。
受講者の受講動機としては、講座への登録事前アンケート（複数回答）によれば、「講座内容に興味がある」、「教
養を高めたい」、「仕事に生かしたい」という内容が突出している。朗読を始めてみようという根底にある動機は
これらに代表される。しかし、個々人が抱えている朗読講座への思いは多様であり、個人の置かれている状況を
反映している。この点が、国語科の教科で行われる「学校朗読」と「市民朗読」の違いである。
では、社会人受講者が朗読を学ぶ目的とは何か。受講者自らが自己紹介で語った主な目的をまとめたものが以
下の 10 項目である。
① 退職して会話自体が少なくなったことで、声も小さくなり、自分の声を忘れてしまった。以前のように声を出
したい。
②人前で話をしなくなったから話してみたい。
③滑舌をよくしたい。
④声を出して作品を読んでみたい。
⑤文章の読みが上手くなりたい。
⑥孫に読んで聞かせたい。
⑦図書館や小学校、老人介護施設等で読み聞かせを行っているのでスキルアップしたい。
⑧ 自分の声で朗読した作品を録音し、身体が動かなくなったらそれを聞くという自己朗読ライブラリー作成を計
画しているため、少しでも上手に読めるようになりたい。
⑨日常生活のサプリメントとして行いたい。
⑩刺激を求めて。
これらの動機を 5 つに分類してそれぞれを検討していこう。
A）声の存在への気づき（①②）
まず、自分の声についての気づきがある。初めの項目の「声が小さくなった、自分の声を忘れた、声を出したい」
という動機を挙げたのは、全員会社を退職した男性である。会社勤務をしていた際には、会議やプレゼンテーショ
ンはもとより、あらゆるシーンで人と接していたことから、声を出しており、それが当たり前のように長年続いて
きた。しかし、退職後、家で過ごす時間が増え、家族以外の人との会話が無くなり声を出していないことに気づく。
中には、一人暮らしで家の中で話す人がいないため、声を出すこともほとんどなく「自分の声を忘れた」という状
況にある受講者もいた。同様に、話す機会が無くなったことで声が小さくなったことに気づいた方もいる。
声を出したいという気持ちから朗読をしてみようと思い立った、いわば切実な動機だ。高齢になると呼吸も浅く
なり、肺活量も減少する。朗読に適している「腹式呼吸」や発声練習を行うことで、自分の声を取り戻すことがで
きる（疾患がない場合）。さらに、呼吸に関心をもつことで、健康増進にもつながることが考えられる。
B）滑舌を良くしたい、作品を上手に読みたい欲求（③④⑤）
2 自著「声の文化史－音声読書としての朗読」（成文堂）2016 年
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本来専門用語であった「滑舌」という言葉も、一般用語として流通するようになった。言葉を一音一音大切に
発声することは朗読の基本である。はっきりとした聞きとりやすい発音で、作品を読みたいとの明確な思いが現
れている。
C）朗読を聞かせるための訓練（⑥⑦⑧）
現在、小学校での朝の朗読の時間や、図書館、幼稚園や保育園、福祉施設、介護施設などで読み聞かせの活動
をしている方が、さらなるスキルアップを目指し役立てたいという動機だ。このような方々は、どうすれば生き
生きとした読みができるのか、惹きつけるような読み方とはどういうものなのか、セリフは声色を使うのか等、
すでに具体的な質問を準備されている。
孫に読んで聞かせたいというほのぼのとした動機を持っている方も多い 3。また、自ら作品を朗読して、身体が
動かなくなった時にそれを聞くための自己朗読ライブラリーを作成するという具体的なプランを持った方もいる。
読む楽しみと、聞く楽しみの両方を持ち合わせている朗読の特質が反映されている。
これらは、朗読活動が生きがいへとつながる考え方である。
D）生活のうるおいとしての朗読（⑨⑩）
朗読を通して、作品の世界に入り音声表現化することは、日常生活の中で非日常を作り出すことである。それ
は刺激であり、うるおいでもある。まさに「日常生活のサプリメント」そのものであろう。
受講者は朗読を通して、生活の中で自らが置かれている状況を、何か少し変えていきたいと考えている。声と
テキストがあればだれでもすぐに行うことができる朗読は、求める人に対して大きな力を与えてくれる表現技術
であり、優れた読法の一つである。
2　生涯学習教室での気づき
次に、実際にこれまで読んできたテキストの内から 3 作品を取りあげながら、講座の中で受講者からの指摘も
含めて気づいたことを示していきたい。
①井上ひさし著「握手」
＜梗概＞中学 3 年から高校を卒業するまでの 3 年半を、光が丘天使園という児童養護施設で過ごしたわたしが、天使
園の園長であったルロイ修道士と上野の西洋料理店で再会する。話しているうちに過去への遡行が始まる。園長は、
「私はあなたをぶったりしなかったか」と尋ね、生きていく上で大変なことにも遭遇するがその時は、「困難は分割せよ」
というまるで遺言のような言葉を残す。その後園長の訃報が届き、一周忌を迎えてなおわたしはいたたまれない気持ち
を抱き続けているという内容の作品だ。現在と過去の時制が頻繁に入れ替わるため、読みの技術が試される短編小説
である。
中学 2 年生の教科書に掲載されている作品だが、むしろ人生の機微に触れてきた中高年にこそふさわしい内容
である。例えば、作品の終盤、わたしが園長に「死ぬのは怖くありませんか」と尋ねる場面において、受講者の
内の一人が読みながら号泣し、それに続いて二人が涙で読むことができなくなった。「いろいろなことが思い出さ
れて涙が止まらなくなった」と、受講者たちは語っていた。このとき、彼らは作品との距離が近くなったのだ。
発表をする際には、涙は溢れてもしっかり声を出し、読み続けなくてははならない。しかし、練習の段階で作品
の世界を味わい涙することは心が開くことであり読みの深化へ繋がる。
また、この作品では、手や指のしぐさによる独特の感情表現が行われる。講義の中でこれらの身体表現を再現
することにした。親指や人差し指をぴんと立てる動作は問題ないが、「両手の人さし指をせわしく交差させ打ちつ
ける」という動作は、人さまざまであった。改めてイメージは必ずしも共有されるものではないことを認識した。
読み手として気を付けなければならない点である。
さらに、受講者は講談社文庫（1990 年）の「ナイン」所収による『握手』をテキストにしたが、筆者は読み慣
3 読み聞かせの対象が孫だけである場合は、あまりに癖のある読み方や誤読は子供に対して良い影響を与えないため、読みの基
礎を学ぶことを勧めたい。しかし、そうでない場合は、技術よりも子供とテキストに真摯に向かい、話して聞かせるという意
識を強く持った読みの方が子供は喜ぶ場合が多い。この部分はこれから考察や実験が必要になると思われる。
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れている教科書所収 4 のテキストを使用していたところ、計らずも両者の比較から表記等の違いが発覚した。後
に井上ひさし夫人へその旨を伝え、夫人は教科書会社へ質問をしたという。
②安房直子著「きつねの窓」
＜梗概＞山小屋に住んでいるぼくは、ある時、山の杉林の中で見たこともない一面のききょうの花畑へ足を踏み
入れた。そこへ人間に化けた白いきつねの子が出てきて、指を染めてみないかという。紫色に染めた指でひし形
の窓を作ると、もう二度と会えないと思っていた人と会うことができるというのだ。ぼくは指を染めてもらった。
染められた指で作った窓を覗くと、昔思いをよせていた女の子と亡くなった母の姿を見ることができた。しかし、
家に帰って手を洗ったことで色が落ちてしまい、窓を作れなくなった。その後、きつねの子を探したが、二度と
会うことはできなかったという切ないファンタジーだ。
この作品では、ぼくときつねの子がかわす会話のシーンが印象的だ。多くの受講者は台詞の読み方に戸惑いが
ある。性別や年代をどのように差別化すればよいのか、声色を使うのかという質問が目立った。声色を使うこと
はせず、自分の声で性別や年代層の違いを工夫するよう指導をしている。老人ならゆっくり諭すように、子供は
目線をあげながら問いかけるように、女性は早めに、男性は落ち着いて、という一般的な声のイメージを土台に
文脈に合わせて声の大小、強弱、高低という表現技術を駆使しながら人物像を構築していくのだ。
一般的に朗読は、何人かで読み合わせる朗読劇とは違い、一人で地の文と台詞を読む読法である。オーケスト
ラに例えれば、朗読の読み手は指揮者であると同時にそれぞれのパートの演奏者でもある。全体を見ながら、個々
の演奏を行うイメージである。演出と出演を兼ねているのである。したがって、台詞だけが突出する読みや、逆
に台詞と地の文の区別がつかない読みになれば朗読としては成り立たない。俯瞰の眼をもち、全体のバランスを
考慮して読むことが求められる。
「きつねの窓」は台詞は多いが、台詞のナビゲーションがついているため朗読として読みやすい作品である。例
を挙げてみよう。
・このとき。うしろで、「いらっしゃいまし。」と、へんな声がしました。
・ ～そこで、せいいっぱい、あいそ笑いをして、「すこし休ませてくれないかね。」と言いました。すると、店員
にばけた子ぎつねは、にっこりわらって、「どうぞ、どうぞ」と、ぼくを案内しました。
・「ぼくも、そんな窓がほしいなあ。」ぼくは、子どものような声を挙げました。
・「ね、指を染めるって、いいことでしょ。」きつねは、とても、むじゃきにわらいました。
下線を引いた部分をヒントに表現をすればよい。文章に音声表現の仕方が直接書き込まれている。作者は、音
声化されることを念頭に執筆をしていないかもしれないが、黙読していても自然に声を出してみたくなるような
テキストであることは間違いない。
③小泉八雲著・池田雅之編「新編　日本の怪談」より『耳なし芳一』
＜梗概＞昔、赤間関にある阿弥陀寺に、琵琶の名手として知られた芳一という盲目の琵琶法師がいた。ある夜、
芳一の元へ武士がやってきた。武士は、位の高い方が芳一の琵琶の吟弾を聞きたがっていると伝え、芳一は名誉
の事と思い武士の後に従った。案内された場所で芳一は、「平家物語の安徳天皇入水」の場面を吟ずるよう命じら
れる。見事に吟じた芳一は、毎夜やって来るよう言い渡される。深夜一人で出かけていく芳一の様子がおかしい
と思った和尚は、寺男たちに後を付けさせた。すると、芳一は安徳天皇の墓所の前で琵琶を弾き語っていた。命
が危ないと悟った和尚は、芳一の体中に般若心経を書きつける。しかし、耳の裏だけ経文を書き忘れてしまい、
迎えに来た亡霊に両耳だけもぎ取られてしまうという、異界との交信が引き起こす怖ろしい話である。
小泉八雲による、日本に伝承されている民話等からの再話の一つで、「怪談」として読み語り継がれている作品
だ。五感に訴えかける表現が随所に見られ、目に見えないものの怖さを伝えるにはどのように表現技術を使い工
夫していくのかを考え、実践するに相応しい作品である。
朗読を行う際に、作品の内容解釈は重要である。「怪談」は翻訳であるため、翻訳者により使われる言葉や文体
が変わる。訳者による言葉の選定を英文と比較することも、また表現上深みを与えてくれる。
4 学校図書株式会社　2006 年（平成 18 年）発行版
80 甲南女子大学研究紀要Ⅰ　第 55号（2019年 3月）
講義の中で、赤間神社の由来と「耳なし芳一」との関連 5、琵琶法師の存在 6、八雲の文学が「耳の文学」と言
われる意味合い 7、般若心経に関する基本的な知識、平家物語の安徳天皇入水の段について 8、芳一ばなしの比較 9、
小泉八雲について 1 0、八雲の妻・小泉節子「思い出の記」11 からの説明というテーマを用意し、琵琶による平家
物語の CD1 2 も聞くことにした。
以上のテーマの内容について詳述するのは本稿の主旨に沿わないので触れることはしないが、作品の背景にあ
ることや関連すること、また作家論、作品論的アプローチは余力がある限り準備することで読みは深化していく。
もっとも、これらの事を知らなくても音声化はできる。しかし、それは単なるテキストの音声化・音読に過ぎない。
音読から朗読へ至る過程で、テキストが包含している世界は際限なく広がりを見せ、読み手の知の探究心をかき
たててくれる。朗読の楽しみと醍醐味は単なる音声化の先にある。70 歳代のある受講者から「一つのテキストを
ここまでじっくり読んだことはなかったが、実に楽しいものだった」という感想を得た。まさしくこれこそが生
涯学習というものの本質であると考える。
次に、講座の中での具体的な気づきを挙げていこう。
A）「芳一」の名前の読み方のアクセントについて、ホウイチ
―
という平坦なアクセントと、ホウ＼イチと中高で読
むアクセントに意見が分かれた。どちらが正解という事はない。しかし、亡霊が名前を呼ぶときは、ホウ＼イチ
という読み方の方が迫力が出るという意見に共感が集まった。音声化しないと出てきにくい指摘である。
B）亡霊が「開門」と声を挙げる場面での「開門」の読み方についても意見が噴出した。「かいもん」と読むので
はなく「かあいもおん」あるいは「くぁいもぉ－ん」と母音をことさら前面に押し出しわざとはっきり発音しな
いような発声をすることで亡霊らしさが伝わるのではないかという気づきがあった。
C）芳一が異界での演奏の際に通された屋敷で、「開門」の呼びかけに対して屋敷内から聞こえてくる動作の音が
ある。テキストには、「すると、急いで出てくる足音、襖の開く音、雨戸の開く音…」とあるが、襖の場合は「ひ
らく」ではなく「あく」と読むほうが適しているという指摘があった。漢字ではどちらでも読める曖昧さがあったが、
英語の原典には「Then come sounds of feet hurrying, and screens sliding, and rain-doors opening…」とある。訳者の訳
文を確認をしながら読むことも翻訳の場合は必要であることを教えられた。
D）芳一の、経文が書かれていなかった両耳が亡霊によって引きちぎられ、亡霊が芳一の元を去っていく場面にお
いて、次のような一節がある。「ずっしりした足音は、縁側伝いに遠ざかり、庭へおり、通りの方へ出て行って、
聞こえなくなりました。」下線部の「聞こえなくなりました」に対して「聞こえなくなったのは、亡霊の足音だけ
でなく、あの世とこの世を繋ぐシャーマン的な役割を担っていた盲僧としての芳一の一つの役割が、耳を引きち
ぎられたことで終焉を迎えたのではないか」という指摘があった。
実に深い洞察である。「聞こえなくなりました」に重要な意味合いが含まれていることに気づきながら読むことで、
物語はさらに深みを増す。当然、聞き手はそこまで気づくことはないかもしれないが、読み手は準備すべきである。
E）芳一は、何歳なのか、という議論も盛り上がりをみせた。テキストにははっきりとは書かれていない 13。だが、
5 1191 年（建久 2 年）下関の壇ノ浦を望む地に、時の後鳥羽上皇の命により御影堂が建立された。当初は阿弥陀寺と称し、安徳
天皇の霊を慰める寺であった。明治維新の神仏分離令により阿弥陀寺を廃し赤間神宮となった。毎年 7 月に「耳なし芳一琵琶
供養祭」が行われている。
6 「平家物語」「曽我物語」などの物語を伝承した琵琶法師は、祈祷や占いを行い、地霊をまつり鎮め、水土の女神を職能の神と
して奉斎していた。特に「平家物語」は、霊威の激しい御霊の語りである。兵藤裕巳「琵琶法師－＜異界＞を語る人々」岩波
新書　2009 年
7 例えば、オノマトペなど、小泉八雲の作品には聴覚に訴える表現が多用されている。
8 「平家物語」巻第十一　先帝身投げ
9 「臥遊奇談」巻 2　1782 年（天明 2 年）を種本として踏襲している。
10 アイルランド人の父とギリシャ人の母を持つラフカディオ・ハーンは、異文化への優しいまなざしを込めて明治期の日本の姿
を著した紀行文や、各地に伝わる怪異譚を「再話」という形で残した。同時に教育者としても東京帝国大学や早稲田大学で教
鞭をとり、多くの学者や詩人、小説家に影響を与えた。
11 「新編　日本の面影Ⅱ」所収。ラフカディオ・ハーン著　池田雅之訳　角川ソフィア文庫　2015 年
12 「琵琶　平家物語の世界」日本コロンビア
13 「幼い頃から、琵琶の弾き語りを学び、少年の頃には、早くも師匠たちを凌ぐ腕前になっていました。本職の琵琶法師となっ
てからは、なによりも源平の物語を吟じることで名を馳せるようになりました。」（「新編日本の怪談」P199L10）
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ほとんどの受講者は、10 代後半か 20 代の前半ではないかと漠然と考えていた。なぜ、そのようなイメージを持
つにいたるのか、逆にテキストから見ていくことが課題となった。結果として、物語全体に通底している「美と
エロティシズム」を勘案すれば、裸にされて和尚と小僧から、体中に経文を書きつけることをイメージする際に、
若い男性でないと成り立たないのではないかということに落ち着いた。先入観だけでなく、その先入観が生じる
理由をテキストから読みとることも朗読における重要な作業である。
教室において読みが深化していく例をいくつか挙げてきた。受講者同士が、互いに読み合い聞き合うことで自
分の読みを客観的に判断できるようになり、同時にテキストとの距離が近くなっていくことが互いにわかってく
る。これこそが、音声読書としての「朗読」の良さである。
3　受講者の変化
3－ 1
この講座では、一つのテキストを 6 回で読みこなし、7 回目に発表という形式を採用している。多くの人の前で
発表することは勇気が必要であり、緊張もする。しかし、それは気持ちの張り合いとして意欲を掻き立てる糧に
もなり、人前で恥ずかしい読みにならないよう練習を積むことで技量が増す効果も期待できる。
日常の中で何か少し変わりたいという動機を持って参加した受講者は、講座を通してどのような効果を得たの
か。発表後の受講者たちの主立った感想を挙げてみよう。
①滑舌が良くなった。
②声がでるようになった。
③大きな声を出すことでストレス解消になった。
④なかなか声が続かない。
⑤一つの作品から興味が沸き世界が広がっていく楽しみがある。
⑥朗読とはなにか、どう読めば良いのか、読めば読むほどますますわからなくなった。
⑦精読が楽しい。
⑧この年になって文学の楽しさに触れることができた。
⑨だんだん読めていくことがわかり楽しい。
⑩他の人の読みを聞くことでわかることがたくさんある。
これらの感想から以下のことを読み取ることができる。
A）意欲を誘発させる変化の自覚（①②③④⑨）
発声や滑舌練習は、毎日 5 ～ 10 分を目安に無理をせず継続することを勧めた。すると実際に毎日続けた方は声
が大きく、強くなり、滑舌もかなり良くなった。日常の中でのお喋りの発声でなく、一語一音を丁寧に発声する
訓練は年齢を問わず効果を挙げることが認められる。変化の自覚がやる気を誘発させる。同じような変化の自覚は、
⑨にも当てはまる。④のなかなか声が続かない方も、少しずつ継続することで変化が見られると思われる。
B）テキストから広がる無限の地平（⑤⑦⑧）
「一つの作品から興味が沸き世界が広がっていく楽しみがある。」という感想が多く寄せられた。『耳なし芳一』
を例に挙げると、「琵琶法師そのものへの興味が沸き、自分で本を読み調べてみた」、「赤間関の阿弥陀寺へ行きた
いと思い土地のことを調べている」、「小泉八雲の別の作品を読書中」、「『耳なし芳一』の DVD を鑑賞し自らのイ
メージと映像との比較が新鮮だった」、「英語の原典を読んでみた」、「琵琶の演奏などこれまで関心がなかったが、
芳一の琵琶の語りの部分を読んでいるうちに興味が沸き邦楽のコンサートへ行くことにした」等、単にテキスト
を朗読することで終わらず、興味の幅が広がり積極的に外へ出て行く力が湧出してきたことが認められる。
また、70 代の女性は、「家の近くに『琵琶橋』という橋がある。今までは見過ごしてきたが、耳なし芳一を読ん
だことで名前の由来が気になった。調べてみようと思う。そして、名前の由来をベースにした橋にまつわるストー
リーを考え、オリジナルの紙芝居を作成し近所の子どもたちに聞かせてあげたい」という大きな目標を語ってく
れた。「琵琶」という言葉からの連想で身近なものを意味のあるものとして捉えることから始まり、調べ、ストーリー
を考えて発表したいというところまで心が動いたのだ。これらは全て、朗読が包含している可能性と言えよう。
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C）自らの読みに対する俯瞰的視点の獲得（⑥⑩）
「朗読とはなにか、どう読めば良いのか、読めば読むほどますますわからなくなった」という感想が示している
状況はどういうことなのか。多くの受講者は、朗読とはこうあるべき、というような漠然とした理想像を持って
いる。それに近づけたいと思いながら解釈を進めていくが、他の受講者の読みを聞いていくにしたがい、読みの
多様性を実感し、自分の読みに迷いが生じてくる。これは、声も安定している上手な方々が陥る足踏みの状態で
ある。今までの自分の読みに物足りなさを感じている証左である。この時点での工夫で読みは格段深化していく。
3－ 2
次に、指導をしている立場から見た受講者の変化を挙げていこう。
①声がしっかりと出てくるようになった。
②他の人の読みを聞くことで、読みが鍛えられていった。
③読み進むにつれて、「私はこう読みたいという思い 14」が強くなってきた。
④他の朗読会への参加交流が行われた。
変化の詳細は全体的に見れば以下の 3 点に集約できる。
A）姿勢や声への問題意識の向上（①）
①は、受講者の大きな目標の一つであるが、まだまだ腹式呼吸は十分ではない。とはいえ、姿勢を保つことで
呼吸も深くなり、それに伴い声が出やすくなることを身体で感じていた。毎日の日課として取り組んで欲しいと
ころだ。
B）他の人の読みを聞くことで、変化していく自らの読み（②③）
②③は、朗読の特性に関連した効果である。朗読の特性は、読み手にも聞き手にもなることができる点にある。
他の人の読みの聞き方も回数を重ねるごとにポイントを押さえ、自らの読みと比較ができるようになってくる。
比較から学んだ気づきを反映していこうと、さらに工夫を重ねることで、これまでとは違う読みになっていく過
程を確認できた。
C）受講者同士の交流（④）
始めは挨拶を交わすくらいの受講者も回を重ねていくうちに話をするようになる。最後の発表会に向け、グルー
プ内で読みのパートを決めていく作業に入る。その前後に皆で反省会を行うことにしている。すると、話がはず
みそれぞれの距離が近くなる。自分が行う朗読会や朗読も含まれるイベントの情報交換が行われ、実際に他の朗
読を聴くことで「こういう読み方もあるのだと知り、勉強になった」という声もあった。朗読という生涯学習の
場を通しての情報交換や人との出会いやつきあいなども付加価値として挙げられる。
朗読における読み方に正解はない。アクセントやイントネーションの誤りや明らかな誤読は改めるよう指示を
するが、1 つの正しい読み方があるのではないかという幻想は取り除くように伝えている。しかし、それでも正し
い読み方という読み方の規範を求める声は根強い。規範があり、それを模倣して近づく方が考え方としては楽か
もしれない。なかなか規範への希求を捨てきれない背景には、学校教育で染みついた「教えてもらう」という強
すぎる意識が存在することは否めない。
4　大学の授業での朗読の捉え方
生涯学習での朗読の学びを大学の授業で生かすことへの考察も必要である。実際に甲南女子大学における授業
では文学作品の読みも行っている。しかし、小中高校の国語科の授業では、朗読は作品の解釈の一助として行わ
れているため、演劇や放送部等での活動経験のない学生は、発声法や音声言語表現技術について詳しく指導され
ていない。したがって、一人で長い時間朗読を行うことはほとんど初めてであり、始めの内は声も響かないのが
一般的だ。
14 例えば、「淡々と読みながらもドラマチックに伝えたい」、「自分の声の特性を生かしていきたい」、「セリフ以外の地の文をしっ
かり読みたい」等、自らの読みを客観的に捉えるようになっていった。
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そのような中で 2017 年度「アナウンス入門（後期）」において、6 ～ 7 分ほどのまとまったものとして「むく
どりの夢」（浜田廣介著）、「手袋を買いに」（新美南吉著）、「笠じぞう」（日本民話）を取り上げ、一人一編を選び
発表することにした。この授業には、3 人の韓国人留学生も参加していたが、日本人と同じように朗読を行った。
結果として、韓国の学生も声は小さいながらも見事に読み通すことができた。彼女たちは特にオノマトペに関心
を示し、丁寧に音を表現していた。作品のもつ優しさと日本語の表現に触れ、読み通した作品を韓国語に翻訳を
して伝えてみたいとも語るようになった。
また、関東学院大学での「アナウンス・ナレーション技術」では、毎年グループに分け朗読の発表を行っている。
2017 年度はテキストとして「蜘蛛の糸」（芥川龍之介著）、「よだかの星」（宮沢賢治著）、「きつねの窓」（安房直子
著）を取り上げた。ここでは、アクセントやイントネーションといった読みの基本を学んだ後、「自分たちの思う
朗読」を行うよう指示した。すると、ある班では BGM に工夫を凝らし、勢いのある新鮮な作品として「蜘蛛の糸」
が浮かび上がった。音楽とコラボレーションすることで、彼らは朗読を身近なものとして捉え、作品を見つめ直
したのだ。
従来の学校朗読のイメージを超えていくことも朗読の可能性の一つとして付け加えておくこととする。
お わ り に
背筋を伸ばし、腹式呼吸を心がけ一音一音丁寧にはっきり声を出していく練習を重ねていくうちに、弱かった
声は広がりをもち強くなっていく。声は身体そのものであるため、人前で声を出すのは恥ずかしい気持ちがある。
生涯学習の場において受講者の声も初めはよそよそしい。しかしリラックスして楽しみながらテキストを読み込
むにつれ、作品の世界に入り込んだ心は身体としての声を外へ送り出す。朗読というシンプルな読法が包含する
可能性は計り知れない。齢を重ねることで経験と共に深く味わうことができる作品の朗読は、声を弱らせない効
用も伴い、社会人にこそ相応しい読法であると考える。
生涯学習における朗読の今後の課題としては、テキストとしての作品の選定であろう。当然のことながら、何
をテキストとして選定しても問題はないが、音声化により魅力が膨らむ文学性の高いテキストとの出会いは何も
のにも代えがたい。テキストを選ぶことから朗読は始まる。朗読に向いている作品とは何を意味するのかという
点を掘り下げていくことも朗読の可能性に繋がる課題である。
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